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研究成果概要 

本年度では、2008年 10月 9日から 2010年 9月 12日までの 556日の SK-IVのデ

ータについて、5.0MeVから 20MeVのエネルギー領域で太陽ニュートリノの

day-night解析を行った。SLEトリガーでデータ収集しているため、5MeV以上で

100%の検出効率となっている。5.0MeVから 5.5MeVの領域では、検出器の Z < －

10mの領域にバックグラウンドが存在しているが、これは Sk-Iおよび SK-IIIより

バックグラウンドの量は減っている。この効果は、4.5 －5.0MeVのエネルギー領域

で、より内側の有効体積領域でも確認されており、観測が安定した低バックグラウ

ンド状況で行われていることになる。昼夜それぞれの流量は、Day : (2.22 ±0.05) ×

106 /cm2/s 、Night : (2.30 ± 0.05)×106 /cm2/sと得ており、SK-IIIの公式な流量

Day : (2.25 ±0.05) ×106 /cm2/s 、Night : 

(2.38 ± 0.05)×106 /cm2/sと比較して、統計

的に矛盾がないことを得た。エネルギースケー

ルや各カットなど、従来の手法による昼夜効果

による太陽ニュートリノの流量による系統誤

差を現在見積もっているところである。今後、

4.5MeVさらに 4.0MeV領域の低エネルギーで

の昼夜効果の解析を進める計画である。 
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